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軍書雪
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ひとつ、ひとつ、

花ひらくよう 建築家瀬戸本澤

箱根彫刻の森美術館では、世界を代表する彫刻家

たちの作品が、山々の木々と見事に調和しています。そ

の-画にあるガラスオブジェ「愛のモニュメント」は、桂

由美さんがプロデュース、デザイン設計監理を瀬戸本淳

建築研究室が担当させていただきました。素材となった

ピードゥ工-ル(高透化ガラス)は、陽光に照らされ眩い

ばが)の輝きを放ち、水の透明感をあわせもちます。この

神聖な空間は、愛を誓い合う二人を祝福します。

1月1 6目、日本のファッションシーンをリードするイズム

グループ本社ビルが創立25周年を記念してリノベーシ

ョンいたしました。ここでもピードヴ工-ルがエントランス

部分に利用し、会社のコンセプトでもある「Good Wiii

=素晴らしい志(美しく、自由に、明るく、爽やかに)」を

表現いたしました。このガラスのオブジェをくぐることで

ス9`ソフの,[)や魂が磨かれ、Good Willを実現する第

一歩となると考えました。

このピュアで神聖な空間の誕生が、ひとつ、ひとつ、

花ひらくように、フラワーロードをより明るく、美しい街に

変化させていくと期待しています。

箱根彫刻の森美術館にある「愛のモニュメント」

デザイン設計監理/株式会社 瀬戸本澤建築研究室

瀬戸本淳

Nsenda Lukumwena

施工・製作/株式会社ピー 岡本 覚

是認聞閣

\二\

薫
高
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1月1 6日、リノベーションを果たしたイズムグループ本社ビル(フラワーロード) 。 デザイン設計監理/株式会社 瀬戸本淳建築研究室 瀬戸本淳・Nsenda Lukumwena
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矢口 宜ノ■〇 調 不日

6

いけ花・盛物知香流
家元/成瀬香泉(中央)宗家/成瀬香梅(右)長男/成瀬香慶(左)次男/成瀬優香(成人式出席中)

〒657-0038 神戸市灘区深田町2丁目3-4 Tel O78(851)8113 Fax O78(851)3305
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大人しくない
大人に、
ショートプレミアム。

プレイド登

BしA書幅
直中

圏
」_____」

留i躍′
」職種I.原田

J人的o186

真書葦漢書≡案〃案
本社/神戸市中央区硯辺通4丁目2- 1 2

ホームページアドレス http:〃www.hyogotoyota.co.jp

プレイド篭嘉諾謹認256,2万円プレイド器接謹選224,7万円
英語WDは車両本体価格か21万円商となります。

お客様相談テレホン おクルマに関するあらゆるご柏願を承ります。

音譜認諾7:5。密078_982_1 01 2 (神戸市北区藤原台中町)
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コプリン(2001 )
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ふ
し
ぎ
の
や
す
ら
ぎ

こ
の
子
た
ち
は
コ
プ
リ
ン
と
い
う
、
森
に
住

む
妖
精
。
「
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
、
実
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
の
で
す
」

と
の
こ
と
。

5
パ
タ
ー
ン
の
形
に
、
赤
、
青
、
水
色
、
黄

色
、
オ
レ
ン
ジ
、
黒
の
カ
ラ
ー
を
組
み
合
わ
せ

る
。
わ
く
わ
く
感
の
あ
る
彩
や
か
な
色
あ
い
だ
。

生
地
は
温
か
み
の
あ
る
フ
リ
ー
ス
地
。
ほ
ど
よ
い

柔
ら
か
さ
で
、
手
に
取
る
と
心
地
よ
い
。
身
に
つ

け
た
服
や
マ
フ
ラ
ー
な
ど
は
、
「
身
の
回
り
の
も
の

を
モ
チ
ー
フ
に
、
そ
の
時
の
思
い
つ
き
で
」

デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
普
段
着
。
粘
土
を
焼
い
て
作
っ
た
眼

か
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
タ
グ
ま

で
、
「
製
作
が
楽
し
く
て
、
飽
き
な
い
」
と
愛
情
を

込
め
て
手
づ
く
り
。

作
り
手
が
楽
し
い
な
ら
ば
、
手
に
す
る
人
も
楽

し
い
。
子
ど
も
向
け
と
い
う
訳
で
な
く
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
人
気
が
。
く
た
く
た
に
な
る
ま
で
持

っ
て
い
て
く
れ
る
女
の
子
も
い
れ
ば
、
飾
っ
て
い

て
子
ど
も
に
触
ら
せ
な
い
主
婦
も
い
る
と
か
。
完

成
度
は
高
い
が
ま
だ
未
完
成
。
手
に
し
た
人
の
友

人
や
家
族
と
な
り
物
語
は
綴
ら
れ
、
作
品
は
い
つ

ま
で
も
育
っ
て
い
く
。
い
つ
ま
で
も
。

よ
く
見
る
と
口
が
な
い
。
そ
れ
は
、
表
情
は
見

る
人
の
心
の
あ
り
方
次
第
に
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

か
ら
。
楽
し
く
、
か
わ
い
く
、
癒
や
し
の
雰
囲
気

を
持
ち
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
謎
め
い
た
コ
プ
リ
ン

に
、
心
は
や
さ
し
く
く
る
ま
れ
る
。

作家プロフィール

中田真弓(なかたまゆみ)

村上有紀(むらかみゆき)

二人とも神戸生まれ、神戸在住。

中学時代の同級生で、ともに美術

部に在籍。当時からお互いの感性

が響き合い、2001年よりmamuと

して活動を開始。普段着の生地で

親しみやすいぬいぐるみや服飾小

物を製作。アリゾナで出会った先

住民族の守り神「ココぺIノ」からイ

ンスパイアされ、2001年に「コアノン」

をリリース。 2003年より毎年神戸

を中′高二個展を開催。二人とも仕

事のかたわら制作活動に勤しんで

いる。過去にとらわれず楽しみなが

ら制作するのがモットー。 mamuと

いう名称は、お互いの名前の-字

ずつをとって付けられた。

取材協力:ギャラリーコロール・コローレ

神戸市中央区北長狭通5-8-4

丁EUO78-371 -1 371
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29
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38
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46

犠I如月に

名酒の郷を訪ねる
13 灘の酒蔵ぶらり歩き

23 今夜の-献 蔵元おすすめの銘柄

24 お酒にまつわるエトセトラ

26 アサヒビール西宮工場「鮮度」への挑戦

特集。開港1周年記念

神戸空港へ行こう
30 開港1周年マリンエアニュース

32 注目!神戸空港みやけもの&限定品

34 神戸空港発・神戸ゆかりの偉人を訪ねる旅

36 便利!快適!ベイ・シャトル

墨星雲響

二二 臆+ .. ,.「

ART ViEW⑳/コプリン:mamu

FRONT ART/石板春生

神戸のお嬢さん/空谷枝理花さん 徳本質世子さん

<連載>田中まこの神戸が撮っても好き!⑳

「神戸市内のロケ地ベスト10」

KOBECCO2007/米田篤史さん 津金愛子さん

グノーンガーデンモール北神戸へ行こうし

10

CON丁EN丁S

48

50
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62
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76

78
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110

118
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132

139
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141

142

クラウンプラザ神戸総支配人 イアン・リードさんインタビュー

魅力あふれるひょうごでツーリズム体験を

愛と夢風さやか 生田神社の元旦・初詣

神戸徳洲会病院院長 曽根田細-さんに聞く

でん太の教えてドクター

くらしと健康

木口衛氏を偲ぶ

知性の大 赦冬彦さんを悼む

富士アトラス国際交流コーナー

2007年2月の貴方by龍元の占い

神戸ことはじめ

美味より神戸「スイスシャレー」 「並木」

エレガントナイト

イベントスケジュール

ポケットジャーナル

コウベスナップ

<連載>おもしろ浮世絵講座・江戸の遊び絵 造形のマジック②

「としよりのよふな若い人だ」中右瑛

<連載>海船津「飛鳥=船上でエクセレントなパーティー」上I=庄二郎

<連載>震災エッセイ⑳ 文・大谷成童 謡画・とみさわかよの

<連載>コーヒーカップの耳㊥ 文・出石アカル絵・菅原沸人題字・六車明峰

<連載>神戸異人館物語夜明けのハンター⑲ 文・三条杜夫 絵・谷口和布

<連載>漫画 日本の真珠王"田崎仮作② 佐藤晴美

法人会員ニュース

神戸っ子グルメ

百店会だより

Kitano Hot News

有馬歳時記

Present

編集後記

定期購読のご案内

エーデルワイスミュージアム

表紙・写真/フォトスタジオPROX (久保実久保佳正来間孝司古Ii債浩)
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石板春生「葡萄〈女のいる風景〉 」水彩

叩i
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し2

銘
酒
の
産
地
「
灘
」

の
名
が
広
ま

っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
で
あ
っ
た
と

い
う
。

現
在
の
灘
区
、
東
灘
区
、
芦
屋
市
、

西
宮
市
に
か
け
て
の
一
帯
は

「
灘
五

郷
」
を
呼
ば
れ
、
多
く
の
酒
蔵
が
あ

り
、
毎
年
、
冬
に
な
る
と
丹
波
か
ら

山
を
越
え
て
杜
氏
が
や
っ
て
来
て
、

酒
造
り
に
精
を
出
し
た
。
酒
は
樽
に

詰
め
ら
れ
、
酒
蔵
の
目
前
に
あ
っ
た

浜
で
樽
廻
船
に
積
ま
れ
て
江
戸
へ
。

夏
を
経
て
熟
成
さ
れ
、
秋
に
は
香
り

高
い
す
っ
き
り
と
し
た
味
わ
い
に
変

化
す
る

「
秋
晴
れ
」

の
酒
は
、
酒
の

大
消
費
地
で
あ
っ
た
江
戸
で
、
ま
た

た
く
間
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

今
回
の
特
集
で
は
、
昔
の
酒
造
り

を
今
に
伝
え
る
資
料
館
、
酒
蔵
を
改

造
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
日
本
酒
文

化
を
広
め
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施

設
な
ど
を
訪
ね
る
。
酒
造
り
の
歴
史

を
感
じ
な
が
ら
、
今
宵
、
旨
い
酒
を

味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

C
e
Z
音
量
之
↓
S

灘
の
酒
蔵
ぶ
ら
り
歩
き

お
酒
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ

蔵
元
お
す
す
め
の
銘
柄

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
西
宮
工
場

「
鮮
度
」
へ
の
挑
戦

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



【特集1】如月に紳輔の郷を訪ねる

ー
拇
∵
∴

ぶ
ら
り
歩
き

挿絵担当 重田美幸さん <イラストレーター>

「酒蔵それぞれに特色があってとても楽しい取材でした」

酒蔵ははじめてうかがいました。古い資料館(よ入ってすぐひんやりした空気に包まれ、身が

ひきしまったのを覚えています。

資料館、記念館とびとことで言っても、古く貴重なものが並んでいるところ、お酒のつくり方が

わかるように展示してあるところ、さまざまです。また、米ぬかエステなどの新しいことを企画し

ておられたり、おいしいお酒とお料理がいちばんの魅力の酒蔵などそれぞれに特色があったの

13

で、全部の酒蔵をめぐっていただくのが

おすすめです。お気に入りの酒蔵に出会

えると思います。全国的に有名な日本酒

のブランド灘の酒の、昔と、今を垣間見

ることができました。その中で気になっ

たものを、イラストにしてみました。
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昔
の
酒
蔵

沢
の
鵠
資
料
館

昔
の
酒
造
り
を
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
の
数
々

16

兵
庫
県
の
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

酒
蔵
。
震
災
で
全
壊
す
る
も
、

再
建
し
た
建
物
に
全
国
に
先

駆
け
て
免
震
設
備
を
ほ
ど
こ

し
て
復
興
し
た
。
実
際
に
酒

造
り
で
使
用
さ
れ
て
い
た
道

具
を
中
心
に
し
た
展
示
品
は
、

灘
の
酒
蔵
の
間
で
も
随
一
の
数
。

広
く
、
薄
暗
い
蔵
の
中
に
、
酒

を
貯
蔵
し
て
い
た
大
き
な
樽

が
ず
ら
り
と
並
び
、
か
す
か
に

聴
こ
え
て
く
る
酒
造
り
唄
。

昔
の
酒
蔵
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
よ
う
だ
。

見
学
順
路
の
最
初
に
、
酒

造
り
工
程
を
ビ
デ
オ
で
詳
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

酒
蔵
め
ぐ
り
の
第
一
歩
は
、
こ

の
資
料
館
が
お
す
す
め
。
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、
し
ぼ
り
た
て
原
酒

が
楽
し
め
る
他
、
そ
の
場
で
写

真
を
掘
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ

ル
を
作
る
こ
と
も
。

樹こ雷いてあるのは酒の数畳。

数凪こ応じて酒税をおさめるため、しっが)審かれている。

丸い穴をあける道具

「三日きり」 「いれぎわきり」

e孟

団扇

酒造りの道具が並ぶ酒蔵。

蔵内の温度が暖かくなると、北側の窓を開け、

六甲山か鱒二

酒を蒸すときに使用された「額」 。

使い方は資料館の方に聞いてみよう。

喜
沢
の
鶴
資
料
館

密
〇
七
八
・
八
八
一
二
七
七
八
八

神
戸
市
灘
区
大
石
両
町
一
-
二
九
1
一

阪
神
「
大
石
」
駅

都
賀
川
沿
い
南
へ
徒
歩
約
8
分

十
時
̃
十
六
時

水
曜
定
休

盆
・
年
末
年
始
休

十
名
以
上
要
予
約
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園
圏
菊
正
宗
酒
造
記
念
館

辛
口
の
菊
正
宗
を
生
ん
だ
蔵
人
た
ち
の
息
吹
き

【特集1】如月に縮満の郷を訪ねる

菊
正
宗
酒
造
で
創
業
以
来

2
4
0
年
以
上
に
わ
た
っ
て

伝
え
ら
れ
て
き
た
酒
造
り
の

心
を
伝
え
る
記
念
館
。

1
6
5
9
年
に
御
影
の
嘉
納

家
本
宅
屋
敷
内
に
建
て
ら
れ

た
酒
蔵
を
移
築
し
た
以
前
の

諦
念
館
は
、
大
震
災
で
倒
壊
。

貴
重
な
所
蔵
品
も
埋
も
れ
た

が
、
一
点
一
点
手
作
業
で
拾
い
出

し
、
現
在
の
記
念
館
に
。
そ
ん

な
所
蔵
品
、
酒
造
り
の
道
具

の
数
々
は
、
酒
造
り
の
工
程
を

追
い
な
が
ら
、
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
蔵
元
で
し
か

飲
め
な
い
原
酒
が
味
わ
え
る
。

酒
か
す
を
使
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト

も
人
気
商
品
だ
。
他
に
も
、
酒

を
爛
す
る
と
き
に
も
っ
と
も

お
い
し
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い

る
錫
製
の
「
ち
ろ
り
」
や
、
酒

に
関
す
る
グ
ッ
ズ
が
い
っ
ぱ
い
。

住
吉
川
を
お
散
歩
が
て
ら
、

菊
正
宗
酒
造
記
念
館
を
訪

ね
る
ル
ー
ト
も
楽
し
い
。

道具と、写真パネルとで酒造りを見学

17

昔の大看板

酒をしぼる大きな道具

圃
温度調節の道具

酒粕味のジェラート

喜
菊
正
宗
酒
造
記
念
館

谷
〇
七
八
・
八
五
四
・
一
〇
二
九

神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
西
町
一
-
九
-
一

六
甲
ラ
イ
ナ
ー
「
南
魚
崎
」
駅
下
車

北
西
徒
歩
約
2
分

九
時
̃
十
六
時
半

盆
・
年
末
年
始
休

団
体
は
要
予
約
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カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



棲
正
宗
記
念
館
「
楼
宴
」

華
や
か
に
櫻
舞
う
"
味
“
の
宴

18

重
々
し
い
大
門
を
く
ぐ
る

と
、
現
代
的
な
記
念
館
。
玄

関
ホ
ー
ル
に
は
、
酒
造
り
に

欠
か
せ
な
い

「
水
」
が
湛
え

ら
れ
て
い
る
。
清
流
に
は
、

自
然
の
ま
ま
の
植
物
が
生
息

し
、
美
し
い
鯉
が
泳
ぐ
。
灘

の
酒
の
旨
さ
の
秘
密
で
も
あ

る
「
宮
水
」
を
発
見
し
た
の

は
、
櫻
正
宗
六
代
目
当
主
で

あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
櫻
正

宗
と
水
と
の
関
わ
り
を
思
わ

せ
る
。
2
階
の
展
示
ス
ペ
ー

ス
に
は
、
昔
の
酒
造
り
の
よ

う
す
が
映
さ
れ
左
目
重
な
V
T
武

昔
な
つ
か
し
い
看
板
や
ラ
ベ

ル
、
酒
ビ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、

見
て
楽
し
ま
せ
る
展
示
品
ば
か

り
。和

風
料
理
「
櫻
宴
」

で
は
、

こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
し

ぼ
り
た
て
の
原
酒
と
と
も
に
、

か
に
料
理
を
始
め
と
す
る
和

風
料
理
が
い
た
だ
け
る
。
テ

ー
ブ
ル
席
、
個
室
の
お
座
敷

席
な
ど
座
席
数
も
多
く
、
グ

ル
ー
プ
、
家
族
で
も
楽
し
め

る
ス
ペ
ー
ス
だ
。
1
階
に
は

カ
フ
ェ
も
あ
る
の
で
、
ふ
ら

り
と
立
ち
寄
っ
て
展
示
や
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
、
ゆ

っ
く
り
お
茶
を
飲
ん
で
帰
る

人
も
。

「横雲」で味わうしぼ)たでの原酒レトロな看板や酒造りの道具を集めた展示スぺ-ス

漢
櫻
正
宗
記
念
館
「
櫻
宴
」

蜜
〇
七
八
・
四
三
六
・
三
〇
三
〇

神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
南
町
四
-
三
1
一
八

阪
神
「
魚
崎
」
駅
・
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
「
魚
崎
」
駅

南
へ
徒
歩
約
5
分

十
時
⊥
一
十
二
時

(
カ
フ
ェ
・
物
販
コ
ー
ナ
ー
は
十
九
時
ま
で
)

喜
レ
ス
ト
ラ
ン

十
一
時
半
̃
十
五
時
/
十
七
時
⊥
一
十
二
時

(
…
各
一
時
間
前
)

火
曜
定
休
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園
圏
神
戸
酒
心
館

か
つ
て
の
酒
蔵
が
、
暮
ら
し
を
楽
し
む
モ
ダ
ン
な
空
間
に

【特集1】如月に舗輔の棚を訪ねる

創
業
宝
暦
元
年
(
一
七
五
一
)
、
、

清
酒
「
福
寿
」
の
醸
造
元
。

以
前
の
酒
蔵
は
、
大
震
災
で

倒
壊
し
た
が
、
生
ま
れ
変
わ

っ
た
「
神
戸
酒
心
緒
」
は
、
か

っ
て
の
酒
蔵
の
柱
を
む
き
出

し
で
使
用
し
た
モ
ダ
ン
な
空

間
に
。
お
家
で
も
酒
と
食
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
、
蔵
元

自
家
製
「
蔵
豆
富
」
を
は
じ

め
酒
の
肴
や
、
徳
利
、
お
ち
ょ

こ
な
ど
の
小
物
も
珍
し
い
も

の
が
揃
う
。
き
き
酒
(
有
料
)

が
で
き
る
カ
ウ
ン
タ
ー
の
一
枚

板
は
、
酒
を
し
ぼ
る
槽
場
で

実
際
使
わ
れ
て
い
た
も
の
。

年
季
が
入
っ
た
渋
み
が
良
い
。

シ
ョ
ッ
プ
の
奥
に
は
酒
蔵
ホ
ー

ル
が
あ
り
、
ジ
ャ
ズ
や
和
太
鼓
、

三
味
線
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
落
語

独
演
会
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
イ
ベ
ン
ト
が

開
か
れ
て
い
る
。
敷
地
内
に

あ
る
蔵
の
料
亭
「
さ
か
ば
や
し
」

で
は
、
自
家
製
の
豆
富
や
手

打
ち
そ
ば
が
蔵
出
し
の
生
酒

と
と
も
に
楽
し
め
る
。

酒蔵ホールでのコンサート

おしゃれなカウンターできき酒を

樽を改造した席。

結婚式で高砂の席になることも。

聾書
蔵の白壁には、夜だけ見えるアートがほどこされている

19

菓
神
戸
酒
心
館

蜜
〇
七
八
・
八
四
一
・
一
一
二
一

神
戸
市
東
灘
区

御
影
原
町
一
-
八
-
一
七

阪
神
「
石
屋
川
」
駅
南
へ
徒
歩
約
8
分

十
時
半
̃
士
八
時

無
休

書
き
か
は
や
し

蜜
〇
七
八
〇
八
四
一
・
二
六
一
二

十
一
時
̃
十
四
時
半
(
」
〇
十
四
時
)

十
七
時
⊥
千
二
時
(
竺
千
一
時
)
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園
圏
日
本
盛

酒
蔵
通
り
煉
瓦
餌

ガ
ラ
ス
工
房
、
エ
ス
テ
…
日
本
酒
と
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

20

国
道
4
3
号
線
の
一
本
南
に

通
る
「
酒
蔵
通
り
」
で
、
ひ
と

き
わ
あ
ざ
や
か
な
レ
ン
ガ
造
り

の
建
物
が
目
を
引
く
「
酒
蔵

通
り
煉
瓦
館
」
。
日
本
盛
が

提
案
す
る
こ
の
館
は
、
「
体
験

で
き
る
」
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
ガ
ラ

ス
工
房
で
は
、
ガ
ラ
ス
器
作
り
や
、

グ
ラ
ス
や
食
器
に
名
前
や
好

き
な
絵
を
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
を
体
験
。

予
約
制
だ
が
、
空
い
て
い
れ
ば

当
日
も
受
け
付
け
る
。
2
階

に
は
、
日
本
酒
に
関
す
る
資

料
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
日
本
盛

の
な
つ
か
し
C
M
の
放
映
、
そ

し
て
パ
ー
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
等

に
利
用
で
き
る
ホ
ー
ル
と
、
和

洋
の
客
室
が
。

日
本
盛
が
開
発
し
た
、
米

ぬ
か
べ
1
ス
の
化
粧
品
「
米
ぬ

か
美
人
」
を
体
感
で
き
る
、
セ

ル
フ
エ
ス
テ
コ
ー
ナ
ー
は
女
性

に
大
人
気
。
き
き
酒
コ
ー
ナ
1

で
し
ぼ
り
た
て
の
お
酒
や
、
吟

醸
酒
、
純
米
酒
な
ど
の
原
酒

を
試
飲
し
た
ら
、
売
店
へ
。
量

り
売
り
の
お
酒
や
、
酒
う
ど
ん
、

酒
そ
う
め
ん
と
い
っ
た
珍
し
い

商
品
も
そ
ろ
っ
て
い
る
。

圏
ピンやクラスに給や文字が入れられる

サンドブラスト体験も

ほかでは飲めない原酒がきき酒できるコーナー

選りすぐ」のお酒と、

それによく合うお料理がおいしい

レストラン「花さかり」

漢
日
本
盛

酒
蔵
通
り
煉
瓦
飽

田
〇
七
八
・
三
二
・
二
五
二

西
宮
市
用
海
町
四
-
二
八

J
R
「
西
ノ
宮
」
阪
神
「
西
宮
」

南
東
へ
徒
歩
約
1
5
分

阪
神
「
今
津
」
阪
急
「
今
津
」

南
西
へ
徒
歩
約
1
5
分

十
時
⊥
一
十
二
時

(
入
館

二
十
時
半
ま
で
)

第
二
三
火
曜
休

十
二
月
三
十
一
日
・
一
月
一
日
休

五

ガラス教室も開催されているガラス工房
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園
圏
こ
う
べ
甲
南

武
庫
の
郷

甲
南
演
の
郷
で
「
美
味
伝
承
」
を
実
体
験
す
る

【特集1】如月に綱唱の郷を訪ねる

甲
南
演
は
、
酒
造
り
の
と

き
に
で
き
る
酒
か
す
で
、
う
り

や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
漬
け
た

い
わ
ば
奈
良
漬
。
た
だ
少
し

ち
が
う
の
は
、
味
わ
い
深
い
自

家
製
み
り
ん
を
加
え
、
独
特

の
旨
み
が
あ
る
点
。
今
や
神

戸
の
名
産
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
る
。こ

う
べ
甲
南
武
庫
の
郷
は
、

敷
地
内
に
、
甲
南
演
や
お
酒

な
ど
の
お
み
や
げ
品
が
並
ぶ

甲
南
漬
本
店
、
資
料
館
、
甲

南
漬
教
室
を
は
じ
め
料
理

教
室
や
写
真
、
ダ
ン
ス
教
室

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
が

開
か
れ
る
会
員
制
カ
ル
チ
ャ

ー
ク
ラ
ブ
が
並
ぶ
。
資
料
館
は
、

昭
和
5
年
に
社
長
の
自
宅
と

し
て
建
て
ら
れ
た
ハ
イ
カ
ラ
な

設
計
の
洋
館
で
、
レ
ト
ロ
な
雰

囲
気
の
中
、
資
料
展
示
や
清

酒
き
き
酒
コ
ー
ナ
ー
、
お
食
事

処
が
あ
る
。
お
食
事
処
「
平

介
茶
屋
」
は
、
自
慢
の
漬
物
を
、

か
ま
ど
で
炊
い
た
ご
飯
で
い

た
だ
く
。
こ
れ
ぞ
日
本
人
の

幸
せ
を
楽
し
め
る
の
た
。

平介定食(要予約) 「平介茶屋」の特製かまど甲南潰本店ののぽ)を目じるしに

書
こ
う
べ
甲
南
武
庫
の
郷

傘
〇
七
八
・
八
四
二
・
二
五
〇
八

神
戸
市
東
灘
区

御
影
塚
町
四
1
四
-
八

阪
神
「
新
在
家
」
駅
東
へ
徒
歩
約
3
分

甲
南
漬
本
店

九
時
̃
十
九
時

甲
南
漬
資
料
館

十
時
̃
十
七
時

平
介
茶
屋

十
一
時
半
̃
十
三
時
半

(
売
切
れ
次
第
終
了
)
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酒
を
つ
く
る
-

え
る
酒
蔵

介
商
店

3代目泉男之介社長

22

灘
の
銘
酒
「
灘
泉
」
の
醸
造
元
で
あ
る
泉
勇
之

介
商
店
は
、
大
震
災
で
も
全
壊
に
至
ら
ず
、
昔
な

が
ら
の
木
造
の
酒
蔵
で
酒
造
り
を
行
な
っ
て
い
る
。

六
甲
お
ろ
し
の
風
雪
が
染
み
込
ん
だ
板
塀
が
味

わ
い
深
く
、
か
つ
て
の
酒
蔵
の
町
並
み
を
思
わ
せ
、

情
緒
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

木
造
の
酒
蔵
内
は
、
し
ん
と
寒
く
、
そ
の
中
で
、

お
酒
の
も
と
・
酵
母
が
静
か
に
働
い
て
い
る
。
機
械

化
さ
れ
、
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
工
場
と
ち
が
い
、
気
候
、

温
度
な
ど
、
環
境
の
変
化
が
、
お
酒
の
味
に
大
き

く
影
響
す
る
の
で
、
蔵
人
た
ち
は
常
に
気
が
抜
け

な
い
の
だ
と
い
う
。
手
間
と
時
間
を
か
け
る
た
め
、

少
量
し
か
生
産
で
き
な
い
が
、
ま
さ
に
、
自
然
と
と

も
に
酒
を
造
る
、
昔
な
が
ら
の
酒
蔵
だ
。

自
ら
酒
造
り
に
た
ず
さ
わ
る
3
代
目
"
泉
勇

之
介
社
長
に
、
し
ぼ
り
た
て
の
原
酒
を
そ
の
場
で

い
た
だ
く
。
口
の
中
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
豊
か
な
コ

ク
。
お
い
し
い
お
酒
の
た
め
に
と
働
く
蔵
人
た
ち

の
姿
を
拝
見
し
た
後
だ
と
、
余
計
に
富
み
が
増
す

気
も
す
る
。

酒
蔵
を
訪
れ
た
記
念
に
、
「
灘
泉
」
の
ほ
か
、
ハ

イ
カ
ラ
神
戸
を
思
わ
せ
る
「
神
戸
の
風
」
も
お
み

や
げ
に
人
気
。
冬
期
限
定
の
し
ぼ
り
た
て
生
原
酒

な
ど
の
蔵
元
限
定
品
も
あ
る
。

亭

ヽ1

風情ある木造の酒蔵

「r
‾ ‾

寛は匿看易蓋

純米吟醸「神戸の風」

音泉勇之介商店

傘0了8-851葵2722

神戸市東灘区御影塚町1 -2-7

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



【特集1】如月に縮醇の郷を訪ねる

今
夜
の
一
献

蔵
元
還
す
す
め
の
銘
柄二

喜
神
戸
酒
心
館
「
福
喬
」

歴
史
あ
る
酒
「
福
蕎
」
は
、
酒

造
好
適
米
の
最
高
峰
で
あ
る
山
田
錦
を
1
0
0
%
使
用
し
、
名
水

百
選
の
宮
水
で
仕
込
ん
だ
超
特
撰
純
米
酒
。
純
米
酒
と
は
米
・
米

麹
"
水
だ
け
で
作
る
清
酒
の
こ
と
で
、
コ
ク
の
あ
る
味
わ
い
が
特

徴
。
「
福
薫
」

は
同
時
に
キ
レ
が
あ
り
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い

る
。

喜
沢
の
鶴
「
実
楽
」

沢
の
鶴
の
自
信
作
「
実
楽
」
は
、
滞
米

の
王
様
と
称
さ
れ
る
山
田
錦
の
産
地
の
う
ち
特
A
地
域
と
さ
れ
て

い
る
吉
川
町
実
楽
で
収
穫
さ
れ
た
山
田
錦
を
1
0
0
%
使
用
し
、

宮
水
で
仕
込
ん
だ
お
酒
。
お
米
の
富
み
を
最
大
限
に
引
き
出
す
生
も

と
造
り
で
醸
造
さ
れ
、
コ
ク
が
あ
り
つ
つ
キ
レ
が
良
く
、
日
本
酒
本

喜
日
本
盛
「
惣
花
」

江
戸
時
代
の
習
慣
か
ら
転
じ
て
、
す

べ
て
の
人
に
幸
福
を
与
え
る
と
い
う
お
め
で
た
い
名
前
を
冠
し
た
、

歴
史
あ
る
超
特
撰
純
米
吟
醸
酒
。
山
田
錦
は
じ
め
酒
造
好
適
米
を

5
 
5
%
に
ま
で
磨
き
あ
げ
、
宮
水
と
、
独
白
の

「
惣
花
酵
母
」

で
仕
込

み
、
甘
・
酸
・
辛
・
苦
・
渋
の
五
味
が
見
事
に
調
和
し
た
華
麗
な
極

味
。

"
菊
正
宗
酒
造
「
正
宗
印

生
翫
純
米
」

昨
年
1
 
1

月
に
新
発
売
さ
れ
た
こ
の
お
酒
は
、
酒
ど
こ
ろ
・
灘
の
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
菊
正
宗
が
江
戸
時
代
か
ら
伝
承
す
る
生
も
と
造
り
で
醸
造
さ

れ
て
い
る
。
ラ
ベ
ル
は
、
江
戸
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
昔
の

「
正

宗
印
」

を
配
し
、
歴
史
を
思
わ
せ
る
。
淡
躍
な
が
ら
独
特
の
押
し
味

喜
泉
勇
之
介
商
店
「
神
戸
の
風
」

神
戸
み
や
げ
に
人
気

の
銘
柄
。
純
米
吟
醸

「
神
戸
の
風
」

は
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
の
ラ
ベ

ル
に
、
酒
造
り
の
伝
統
を
守
り
ぬ
い
た
銘
酒
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

米
の
で
き
具
合
、
気
候
や
温
度
を
見
な
が
ら
、
丹
念
に
酒
造
り
を
行

な
う
泉
勇
之
介
商
店
の
渾
身
の
銘
柄
で
あ
る
。

23

が
特
徴
の
逸
品
。

琶
l
〇
〇
回

聾)国

蛭田
こ鵜コ

漢
櫻
正
宗
「
芽
清
の
海
」

(
兵
庫
・
大
阪
地
域
限
定
菅
田
)

芽
清
の
海
と
は
大
阪
湾
の
こ
と
を
い
い
、
そ
の
昔
、
櫻
正
宗
の
お

酒
は
樽
廻
船
に
積
み
込
ま
れ
、
芽
清
の
海
を
わ
た
っ
て
江
戸
、
そ
し

て
全
国
に
送
ら
れ
た
。
櫻
正
宗
の
味
造
り
を
徹
底
的
に
追
求
し
、
種

麹
か
ら
自
社
で
製
造
し
た
純
米
吟
醸
酒
。
お
米
の
旨
み
が
生
き
た
、

鵜
高
嶋
酒
類
食
品
「
は
く
ひ
し
本
み
り
ん
」

お
い
し

い
甲
南
演
の
も
と
で
も
あ
る

「
は
く
ぴ
し
本
み
り
ん
」

は
、
も
ち

米
、
米
麹
、
し
よ
う
ち
ゅ
う
だ
け
を
、
2
̃
2
ヶ
月
か
け
て
じ
っ

く
り
仕
込
み
、
コ
ク
の
あ
る
味
わ
い
が
特
徴
。
料
理
に
使
え
ば
、
素

材
の
照
り
が
増
し
、
ま
ろ
や
か
な
旨
み
が
加
わ
る
。
そ
の
ま
ま
飲
ん

で
も
、
そ
の
旨
さ
に
驚
く
。

学

八
〇
宣
言
)

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鰯
胴
閲
耀
壁
間
膿
胴
囲
悟
性

宮
水
発
見
の
ス
ト
ー
リ
ー

灘
の
酒
造
り
に
は
欠
か
せ
な
い
、

名
水
百
選
の
ひ
と
つ

「
宮
水
」
と
は
、

西
宮
に
湧
き
出
し
た
水
の
こ
と
。

江
戸
時
代
、
櫻
正
宗
の
六
代
目
当

主
・
山
邑
太
左
衛
門
は
、
西
宮
郷
と

魚
崎
郷
の
二
か
所
で
酒
を
造
っ
て
い

た
が
、
い
つ
も
西
宮
郷
の
酒
の
方
が

よ
く
で
き
る
こ
と
を
不
思
議
に
思
っ

て
い
た
。
米
を
同
じ
に
し
た
り
、
酒

を
造
る
蔵
人
を
入
れ
替
え
て
み
た
り

し
た
が
変
化
は
な
く
、
最
後
に
思
い

当
た
っ
た
の
は
仕
込
み
の
水
。
西
宮

郷
の
井
戸
水
を
魚
崎
郷
で
使
用
し
た

と
こ
ろ
、
ま
っ
た
く
同
じ
良
い
酒
が

で
き
た
。

以
来
、
山
畳
は
西
宮
の
水
を
魚
崎

ま
で
運
ん
で
使
用
。
周
囲
の
人
々
は

そ
れ
を
見
て
笑
っ
た
が
、
で
き
た
酒

の
う
ま
さ
が
評
判
を
呼
び
、
宮
水
は

ほ
か
の
酒
造
家
に
も
伝
わ
っ
て
い
っ

た
の
だ
と
い
う
。

清
酒
は
偶
然
か
ら
生
ま
れ
た
?

日
本
酒
は
も
と
も
と
ど
ぶ
ろ
く
の

よ
う
に
濁
っ
て
い
た
。
現
在
の
よ
う

な
無
色
透
明
の
清
酒
の
誕
生
に
は
、

こ
ん
な
逸
話
が
あ
る
と
い
う
。

江
戸
時
代
初
期
、
伊
丹
の
鴻
池
村

で
の
こ
と
。
あ
る
日
、
杜
氏
の
親
方

が
若
い
蔵
人
を
き
つ
く
叱
っ
た
。
す

る
と
そ
の
蔵
人
が
反
省
す
る
ど
こ
ろ

か
、
プ
チ
ギ
レ
し
て
腹
い
せ
に
灰
を

酒
樽
に
投
げ
込
ん
で
逃
げ
た
。
せ
っ

か
く
造
っ
た
酒
が
駄
目
に
な
っ
た
と

蔵
の
者
が
み
ん
な
あ
わ
て
ふ
た
め
き
、

翌
日
の
朝
あ
き
ら
め
て
廃
棄
し
よ
う

と
蓋
を
開
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
な
ん

と
濁
っ
て
い
た
酒
が
澄
み
わ
た
っ
て

輝
い
て
い
た
。
飲
ん
で
み
る
と
ま
ざ

れ
も
な
く
酒
の
味
。
こ
れ
は
素
晴
ら

し
い
と
江
戸
へ
送
ら
れ
、
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
た
…
。

ち
な
み
に
若
い
蔵
人
で
は
な
く
「
侵

入
者
が
酒
を
台
な
し
に
し
よ
う
と
思

い
灰
を
入
れ
た
」
と
い
う
説
も
あ
る
。

真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
な
い
が
、

清
酒
が
偶
然
の
産
物
で
生
ま
れ
た
と

い
う
こ
の
話
は
、
清
酒
が
古
く
か
ら

庶
民
に
愛
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
酒
造
り
唄
」
は
タ
イ
マ
ー
代
わ
り

男
た
ち
が
歌
う
、
ど
こ
か
郷
愁
を
誘

う
フ
レ
ー
ズ
の
「
酒
造
り
唄
」
は
、
そ
の
名

の
通
り
、
酒
を
造
る
杜
氏
、
蔵
人
た
ち
が

作
業
の
と
き
に
歌
っ
た
も
の
。

こ
の
歌
に
は
ち
ゃ
ん
と
意
味
が
あ

り
、
皆
で
歌
を
歌
う
こ
と
で
仲
間
の

連
帯
感
を
高
め
た
り
、
眠
気
を
覚
ま

し
た
り
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
歌

を
同
じ
調
子
で
歌
う
こ
と
で
、
作
業

時
間
を
一
定
に
す
る
と
い
う
大
き
な

意
味
も
あ
っ
た
と
い
う
。
特
に
、
米

洗
い
の
際
や
、
米
・
麹
な
ど
を
す
り
合

わ
せ
る
工
程
で
は
、
一
定
の
時
間
で
作

業
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
、
い
わ
ば
お
料
理
で
い
う
タ
イ
マ

ー
の
役
目
を
は
た
し
て
い
た
の
だ
。
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【特集1】如月に縮繭の郷を訪ねる

灘
の
銘
柄
は
熱
爛
向
き

お
欄
の
す
ず
め

皆
さ
ん
は
お
酒
を
ど
ん
な
風
に
飲

む
の
が
お
好
み
で
す
か
?
熱
爛
̃
ぬ

る
爛
了
そ
れ
と
も
冷
や
酒
̃

最
近
で
は
、
冷
や
で
飲
む
と
お
い

し
い
吟
醸
酒
な
ど
の
お
酒
の
人
気
が

高
ま
り
、
冷
や
酒
を
好
む
人
が
多
い

よ
う
だ
が
、
灘
の
日
本
酒
は
、
胴
を

つ
け
る
と
よ
り
お
い
し
さ
が
増
す
お

酒
な
の
だ
と
か
。

世
界
の
お
酒
の
中
で
も
、
あ
た
た

め
て
飲
む
お
酒
は
珍
し
い
。
日
本
酒

の
欄
に
は
、
そ
の
ま
ま
出
す
の
で
は

な
く
、
少
し
温
め
て
お
客
様
に
お
出

し
す
る
、
ひ
と
手
間
か
け
て
お
出
し

し
よ
う
と
い
う
、
日
本
の
お
も
て
な

し
の
心
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

と
い
っ
て
も
、
日
本
酒
の
種
類
に

よ
っ
て
、
お
い
し
い
胴
の
温
度
が
ち

が
う
の
で
、
ど
の
く
ら
い
温
め
た
ら

お
い
し
さ
が
増
す
の
か
、
よ
く
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
菊
正
宗
酒
造

株
式
会
社
で
は
、
日
本
酒
に
関
す
る

こ
と
を
学
ぶ
日
本
酒
通
信
講
座
を
開

催
、
そ
の
中
で
、
お
い
し
さ
が
増
す

温
度
を
学
ぶ
講
座
が
聞
か
れ
て
い
る
。

「
そ
ん
な
に
難
し
く
考
え
る
の
で
は

な
く
、
あ
な
た
の
お
好
み
の
温
度
を

見
つ
け
る
の
か
大
切
で
す
。
お
料
理

と
一
緒
に
召
し
上
が
る
と
き
も
、
冷

や
酒
よ
り
爛
酒
の
方
が
お
す
す
め
で

す
よ
」
と
、
菊
正
宗
酒
造
営
業
支
援

室
室
長
の
村
田
祥
さ
ん
。
村
田
さ
ん

は
、
日
本
酒
カ
ク
テ
ル
レ
シ
ピ
の
制

作
な
ど
、
日
本
酒
を
味
わ
う
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
爛
酒
は
、
飲
み
方
が
ど
う
し
て

も
ゆ
っ
く
り
に
な
る
の
で
、
悪
酔
い

し
に
く
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る
と
か
。

爛酒をおすすめする

菊正宗酒造味覚研究室室長・村田祥さん

日
本
酒
の
美
肌
効
果
け

日
本
酒
は
お
肌
に
良
い
っ
て
本
当
了

お
相
撲
さ
ん
の
肌
が
き
れ
い
で
ツ
ヤ

が
あ
る
の
は
、
多
く
日
本
酒
を
飲
む

機
会
が
あ
る
か
ら
と
い
う
説
も
あ
る
。

日
本
酒
に
は
、
体
を
温
め
る
作
用

が
あ
り
、
血
液
循
環
が
良
く
な
る
こ

と
か
ら
、
栄
養
分
が
体
全
体
に
行
き

わ
た
り
、
肌
に
も
輝
き
が
出
て
く
る

の
だ
と
か
。
爛
酒
に
し
て
ゆ
っ
く
り

飲
む
と
、
冷
え
性
に
も
良
い
み
た
い
。

女
性
向
け
の
お
酒
と
い
え
る
の
か
も
。

ま
た
、
日
本
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
そ

の
合
間
に
水
を
飲
む
と
、
酔
い
の
速

度
が
ゆ
る
や
か
に
な
り
、
深
酔
い
を

防
止
す
る
。
日
本
酒
を
ほ
ど
ほ
ど
に

楽
し
め
ば
、
あ
な
た
も
お
相
撲
さ
ん

の
よ
う
な
モ
チ
肌
に
け
‥
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で
き
た
て
の
ス
ー
ヾ
ヽl

音
ド
ラ
イ
を

賀
分
、
一
秒
で
も
早
く
お
客
様
の
も
と
へ
!

お話を伺った万

福島修二さん(アサヒビール西宮工場統括工場長)

澤 英司さん(アサヒビール西宮工場l母ケーシング部則

池田恒宏さん(アサヒビール西宮工場疎通部プロデューサー)
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ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
が
、
今

年
発
売
2
0
周
年
を
迎
え
た
。
「
鮮
度
」

に
こ
だ
わ
る
生
産
現
場
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

1
ま
ず
新
鮮
な
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

に
対
す
る
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
は
、
「
何
杯
飲

ん
で
も
飲
み
飽
き
な
い
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
味
を
磨
き
続
け
る
努
力
を

続
け
て
い
ま
す
。
選
抜
さ
れ
た
パ
ネ

リ
ス
ト
が
、
ビ
ー
ル
の
味
を
検
査
す

る
資
格
を
も
っ
て
い
ま
す
。
で
き
あ

が
っ
た
ビ
ー
ル
は
パ
ネ
リ
ス
ト
で
試

飲
し
、
自
信
を
持
っ
て
出
荷
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
血
の
一
滴
、

汗
の
一
滴
」

で
作
り
出
さ
れ
た
ビ
ー

ル
を
、
新
鮮
な
う
ち
に
皆
様
に
お
届

け
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

I
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
の
鮮
度
を
高
め

る
た
め
の
、
工
場
で
取
り
組
み
は
。

ビ
ー
ル
の
味
が
変
化
す
る
原
因
は
、

主
に
酸
化
で
す
。
ま
ず
、
醸
造
工
程

で
は
、
抗
酸
化
麦
芽
を
使
用
し
、
酸

素
や
酵
素
の
働
き
を
抑
え
る
技
術
を

研
究
、
最
先
端
の
技
術
を
応
用
し
て

い
ま
す
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
工
程
で
は
、
で

き
あ
が
っ
た
ビ
ー
ル
を
で
き
る
だ
け

酸
素
に
触
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ン
や
缶

に
詰
め
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お

客
様
が
飲
む
と
き
に
一
番
良
い
状
態

で
あ
る
よ
う
、
「
飲
む
と
き
品
質
」

を
少
し
で
も
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
研

究
を
続
け
て
い
ま
す
。

ビ
ー
ル
の
味
は
、
ビ
ン
や
缶
に
つ

め
た
と
き
か
ら
徐
々
に
酸
化
し
、
変

化
し
て
い
く
も
の
で
す
か
ら
、
よ
り

鮮
度
の
良
い
ビ
ー
ル
を
出
荷
す
る
に

は
、
在
庫
を
持
た
な
い
こ
と
も
重
要

で
す
。
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
は
製
造
後

3
日
台
で
出
荷
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
作
っ
て

ス
ト
ッ
ク
し
て
お
け
ば
楽
で
す
が
、

そ
う
で
は
な
く
、
必
要
な
と
き
に
必

要
な
量
を
生
産
す
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

-
営
業
部
門
で
の
取
り
組
み
は
。

鮮
度
の
良
い
ビ
ー
ル
の
お
い
し
さ
、

ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
の
鮮
度
へ
の
こ
だ

わ
り
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
ス
ー
パ
ー
等
の
店

頭
で
そ
れ
ら
を
わ
か
り
や
す
く
ご
説

明
す
る

「
店
頭
鮮
度
セ
ミ
ナ
1
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飲
食
店
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様
と
力
を
合
わ
せ
、
「
う
ま
い
樽
生
」

を
合
言
葉
に

「
よ
り
新
鮮
な
樽
生
ビ

ー
ル
」
を
お
客
様
に
ご
提
供
で
き
る

よ
う
、
「
ア
サ
ヒ
樽
生
ク
オ
リ
テ
ィ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
皆
さ
ん
に
、
工
場

で
、
で
き
た
て
の
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
西
宮
工
場
で

は
、
2
月
3
日
か
ら
、
ス
ー
パ
ー

ド
ラ
イ
発
売
2
0
周
年
を
記
念
し
、
「
で

き
た
て
の
う
ま
さ
。
辛
口
」
実
感
フ

ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
第
一
弾
は
「
う

ま
い
!
」
お
つ
ま
み
体
験
コ
ー
ス
と

し
て
、
通
常
の
工
場
見
学
の
後
、
ご

試
飲
の
際
に
、
地
域
の
お
い
し
い
お

つ
ま
み
を
で
き
た
て
の
ス
ー
パ
ー
ド

ラ
イ
と
と
も
に
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
神
戸
地
域
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
西
宮
工
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

アサヒビール史上屍大規模のキャンペーン

ア牝スsIト停化1醐燐肥ヤシペ■ン

102崩せ砂齢小!
ほ罷囚回田勤圃1月24日(水) ̃3月26日(月) ※当日消印有効

アサヒスーパードライ発売20周年を記念して、史上最大規模のキ

ャンペーンを実施中。できだての辛口を存分に味わうことができる
オリジナルグラスと、製造3日以内のアサヒスーパードライが合計

100万名に当たる。そして、 BON JOVi、 DREAMS COME

TRUEという夢のような顔合わせが実現した「丁HE SUPER

DRY LiVE」は、このキャンペーン当選者だけが参加できるライブ。

しかも!地元・神戸で開催される。神戸っ子たちはふるってご応募を喜

柏戸ワールド記念ホール
平成1 9年6月28日(木)

3,000組6ず000名機

日本武道館
平成1 9年6月30日(土)

4暮与00組9,000名機

詳しくは、店頭の専用応募ハカキ、またはアサヒビールホームページ(httD://asahibee「.co.jp)をご覧ください。
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匡三回飲酒は20歳になすでから。飲酒運転は法律で禁止されています妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・乳児の発育

に悪影響を与えるおそれがありま抑まどよく、楽しく、いいお酒。あきかんはリサイ勿レ㊥講読謹告盈藍21耽∈鵬甜
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